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2025年２月７日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｍ Ｔ Ｇ 

代表者名 代表取締役社長 松 下 剛 

（コード番号：7806 東証グロース） 

問合せ先 取 締 役 C F O 田 島 安希彦 

 （ TEL. 052-307-7890） 

 

特別調査委員会による調査報告書受領に関するお知らせ 

 

当社は、2024年12月13日付「特別調査委員会設置に関するお知らせ」にてお知らせしましたとおり、当社の

連結子会社である株式会社Ｍ’ｓエージェンシー（以下「Ｍ’ｓエージェンシー」）において、主に2024年９

月期中の広告に関連する仕入計上に関する文書の改ざん等により、費用の計上年度のズレもしくは未計上の発

生している疑い（以下「本件」）があることが判明したことを受け、本件の事実関係及びその内容について厳

格な調査を実施、根本原因を究明し再発防止を図るため、外部専門家で構成される特別調査委員会を設置の

上、調査を進めてまいりました。 

当社は、2025年２月７日に特別調査委員会より調査報告書を受領いたしましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

当社は、今回の事態を重く受け止め、特別調査委員会の提言を踏まえた再発防止策を講じてまいります。 

 

記 

 

１． 特別調査委員会の調査結果 

2025年２月７日に受領いたしました調査報告書につきましては、プライバシー、個人情報及び秘密情報保

護の観点から、部分的に非開示措置を施した上で、速やかに公表いたします。 

 

２． 当社連結財務諸表に与える影響について 

 特別調査委員会による調査の結果、本件による影響額は688百万円となります。過去の開示書類に対する訂

正に関しては、本件事案に係る最終的な会計処理を算定し、重要性も踏まえた上で確定してまいります。 

 また、本件調査では、本件に類似する事案の存在可能性も調査いたしましたが、本件以外の類似事案は検出

されませんでした。 

 なお、本件につきましては、本件不適切行為に関与したＭ’ｓエージェンシー元代表者が、会計上の損益等

に影響を及ぼすことを意図していた事情は認められず、また元代表者以外の者が本件の不適切行為に積極的な

関与をしていたことを示す事情は認められませんでした。 

  

３． 今後の対応 

（１） 2024年９月期有価証券報告書の提出 

当社は、2025年１月６日付「2024年９月期有価証券報告書の提出期限延長に係る承認のお知らせ」

にてお知らせしましたとおり、延長後の提出期限である2025年３月７日までに2024年９月期有価証券

報告書を提出いたします。 
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（２） 再発防止策 

当社は、本特別調査委員会の調査結果を真摯に受け止め、再発防止策の提言を踏まえ、具体的な再

発防止策を策定し、取り組んでまいります。再発防止策につきまして、決定次第改めてお知らせいた

します。 

 

株主・投資家の皆様をはじめ、関係者の皆様には多大なご迷惑とご心配をおかけいたしますこと、深くお詫

び申し上げます。 

以 上 


